
デバイスの追加と整理

この章は次のトピックで構成されています。

• Prime Infrastructureへのデバイスの追加（1ページ）
•他のソースからのデバイスのインポート（7ページ）
•デバイスのインポート CSVファイルの作成（7ページ）
•手動によるデバイスの追加（新規デバイスタイプまたはデバイスシリーズ）（9ペー
ジ）

•ワイヤレスコントローラを追加するための前提条件（11ページ）
•追加されたデバイスの検証と問題のトラブルシューティング（12ページ）
• NAM HTTP/HTTPSクレデンシャルの追加（17ページ）
• CSVファイルへのデバイス情報のエクスポート（18ページ）
•クレデンシャルプロファイルを使用したデバイスクレデンシャルの一貫した適用（19
ページ）

•簡単な管理と設定のためのデバイスグループの作成（21ページ）

Prime Infrastructureへのデバイスの追加
Prime Infrastructureはデバイス、ロケーション、およびポートグループを使用して、ネットワー
ク内の要素を整理します。デバイスをテーブルまたはマップ（ネットワークトポロジ）で表示

すると、デバイスは属しているグループを単位として整理されます。デバイスが Prime
Infrastructureに追加されると、UnassignedGroupという名前のグループに割り当てられます。
その後、簡単な管理と設定のためのデバイスグループの作成（21ページ）で説明されている
ように、デバイスを目的のグループに移動できます。

Cisco WLCを Prime Infrastructureに追加するには、サポートされていないアクセスポイント
（AP）がないことを確認してください。そのようにしないと、Prime InfrastructureはそのWLC
から APを検出しません。

（注）
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表 1 :デバイスの追加方法

参照先：サポートされているデバイスの追加方法

ディスカバリを使用したデバイスの追加（

3ページ）.
以下を使用してシードデバイスのネイバーを検

出して複数のデバイスを追加する

•クイックディスカバリの実行（4
ページ）

• Pingスイープと SNMPポーリング（クイッ
クディスカバリ）

•カスタマイズされたディスカバリ設定
でのディスカバリの実行（5ペー
ジ）

•カスタマイズされたプロトコル、クレデン
シャル、およびフィルタ設定（ディスカバリ

ジョブを繰り返す場合に便利）

他のソースからのデバイスのインポート（

7ページ）
CSVファイルで指定された設定を使用して複数の
デバイスを追加する

手動によるデバイスの追加（新規デバイス

タイプまたはデバイスシリーズ）（9
ページ）

単一のデバイスを追加する（たとえば、新しいデ

バイスタイプの場合）

ディスカバリプロセスについて

Prime Infrastructureは、ディスカバリプロセス中に次の手順を実行します。

1. ICMP pingを使用して、各デバイスが到達可能かどうかを確認します。Prime Infrastructure
がデバイスに到達できない場合は、デバイスの到達可能性ステータスが [到達不能
（Unreachable）]となります。

2. SNMPクレデンシャルを確認します。デバイスが ICMPで到達できるが、SNMPクレデン
シャルが無効な場合は、デバイスの到達可能性ステータスが [ping到達可能（Ping
Reachable）]となります。

デバイスが ICMPおよび SNMPの両方で到達できる場合は、デバイスの到達可能性ステー
タスが [到達可能（Reachable）]となります。

3. Telnetおよび SSHのクレデンシャルを確認します。

4. Prime Infrastructureが必要な通知を受信できるように、デバイス設定を変更してトラップ
レシーバを追加します。

5. インベントリ収集プロセスを開始して、すべてのデバイス情報を収集します。

6. [インベントリ（Inventory）] > [ネットワークデバイス（Network Devices）]ページにデバ
イスを追加します。

検出を実行した後、[インベントリ（Inventory）] > [デバイス管理（Device Management）] >
[ネットワークデバイス（NetworkDevices）]を選択して、その検出が完了したことを確認しま
す。
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ディスカバリを使用したデバイスの追加

Prime Infrastructureは、次の 2つのディスカバリ方式をサポートしています。

•シードデバイスからの pingスイープ（クイックディスカバリ）。デバイス名、SNMPコ
ミュニティ、シード IPアドレス、およびサブネットマスクが必要です。参照先クイック
ディスカバリの実行（4ページ）

•カスタマイズされたディスカバリ方法（ディスカバリ設定）の使用：設定を行い、今後
ディスカバリを再実行する場合は、この方法をお勧めします。カスタマイズされたディス

カバリ設定でのディスカバリの実行（5ページ）を参照してください。

•ディスカバリジョブが既存のデバイスを再検出し、デバイスの最後のインベントリ収集ス
テータスが [完了済み（Completed）]である場合、 Prime Infrastructureは、既存のクレデン
シャルを、ディスカバリ設定で指定されたクレデンシャルで上書きしません。他のすべて

のステータス（既存のデバイス上）の場合、 Prime Infrastructureは、デバイスのクレデン
シャルを、ディスカバリ設定で指定されたクレデンシャルで上書きします。

•データベースのメンテナンス期間中に多数のデバイスが追加された場合、サービス検出に
通常より時間がかかることがあります。したがって、夜間や週末には大規模な作業を回避

することをお勧めします。

•自律APはディスカバリプロセスからフィルタで除外され、検出時間が最適化されます。
[デバイスのインポート（ImportDevices）]または [クレデンシャルプロファイル（Credential
Profile）]を使用して、自律 APを手動で追加する必要があります。

（注）

デバイスのディスカバリプロセスは、次に示す順序で実行されます。 Prime Infrastructureは
ディスカバリの実行時に、デバイスの到達可能性状態（[到達可能（Reachable）]、[ping到達可
能（Ping Reachable）]、または [到達不能（Unreachable）]）を設定します。状態の詳細につい
ては、「デバイスの到達可能性状態と管理状態（13ページ）」を参照してください。

1. Prime Infrastructureは、ICMP pingを使用して、デバイスに到達可能であるかどうかを判別
します。デバイスに到達できない場合、到達可能状態は [到達不能（Unreachable）]に設定
されます。

2. サーバは、SNMP通信が可能かどうかをチェックします。

• ICMPがデバイスに到達可能で、SNMP通信が不可能な場合、その到達可能性状態は
[ping到達可能（Ping Reachable）]に設定されます。

• ICMPと SNMPの両方がデバイスに到達できる場合、その到達可能性状態は [到達可
能（Reachable）]です。

3. デバイスのTelnetおよびSSHクレデンシャルが確認されます。クレデンシャルに障害が起
きた場合は、障害に関する詳細が [ネットワークデバイス（NetworkDevices）]テーブルの
[最後のインベントリ収集ステータス（Last Inventory Collection Status）]カラムに表示され
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ます（たとえば、「CLIクレデンシャルが正しくありません（WrongCLICredentials）」な
ど）。到達可能性の状態は変更されません。

4. Prime Infrastructureが SNMPを使用して必要な通知を受信できるように、デバイス設定が
変更されて、トラップの受信者が追加されます。

5. インベントリ収集プロセスが開始され、すべてのデバイス情報が収集されます。

6. WebGUIにすべての情報（ディスカバリが完全に成功したか、部分的に成功したかなど）
が表示されます。

Prime Infrastructureがデバイスの SNMP読み取り/書き込みクレデンシャルを検証すると、デバ
イスログが更新され、 Prime Infrastructure（IPアドレスで識別される）によって構成が変更さ
れたことが示されます。

（注）

検出されたデバイスの管理 IPアドレスタイプ（IPv4/IPv6）の指定

検出されたデュアルホーム（IPv4/IPv6）デバイスでは、 Prime Infrastructureが管理 IPアドレス
として IPv4アドレスまたは IPv6アドレスを使用するかどうかを指定します。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）]を選択し、[インベント
リ（Inventory）] > [検出（Discovery）]を選択します。

ステップ 2 [管理アドレスに対する IPv4/IPv6設定（IPv4/IPv6 Preference for Management Address）]ドロップダウンリ
ストから [V4]または [V6]のいずれかを選択します。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

クイックディスカバリの実行

単一のシードデバイスを使用してpingスイープを実行する場合には、この方法を使用します。
デバイス名、SNMPコミュニティ、シードの IPアドレスおよびサブネットマスクのみが必要
です。構成管理機能の使用を計画している場合は、プロトコル、ユーザ名、パスワード、およ

びイネーブルパスワードを入力する必要があります。

[サービス（Services）] > [ネットワークサービス（Network Services）] > [ゲストユーザ（Guest
Users）]の順に選択して、 Prime Infrastructureによって検出されたゲストユーザを表示できま
す。検出後のゲストユーザアカウントの正しいライフタイムを確認するには、デバイスに正

しい時間設定が指定されていることを確認します。

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）] > [デバイス管理（DeviceManagement）] > [ディスカバリ（Discovery）]の順
に選択して、ウィンドウ右上の [クイックディスカバリ（Quick Discovery）]リンクをクリックします。

ステップ 2 少なくとも、名前、SNMPコミュニティ、シードの IPアドレス、およびサブネットマスクを入力します。
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ステップ 3 [今すぐ実行（Run Now）]をクリックします。

次のタスク

結果を表示するには、[ディスカバリジョブインスタンス（Discovery Job Instances）]領域の、
[ジョブ（Job）]ハイパーリンクをクリックします。

カスタマイズされたディスカバリ設定でのディスカバリの実行

Prime Infrastructureは、ディスカバリプロファイルを使用してネットワークデバイスを検出で
きます。ディスカバリプロファイルには、ネットワーク要素を検索し、それらに接続してイン

ベントリを収集する方法を Prime Infrastructureに指示する設定のコレクションが含まれていま
す。たとえば、 Prime Infrastructureに CDP、LLDP、OSPFを使用してデバイスを検出すること
や、単純な pingスイープの実行を指示できます（pingスイープの結果の例は「pingスイープ
のサンプルの IPv4 IPアドレス（6ページ）」に記載されています）。フィルタを作成して、
コレクションの微調整、クレデンシャルセットの指定、およびその他のディスカバリ設定を行

うこともできます。プロファイルは必要な数だけ作成できます。

プロファイルの作成後、プロファイルを使用するディスカバリジョブを作成し、実行します。

[ディスカバリ（Discovery）]ページでディスカバリジョブの結果を確認できます。ジョブを
スケジュールして、定期的に実行を繰り返すこともできます。

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）] > [デバイス管理（Device Management）] > [ディスカバリ（Discovery）]の順
に選択して、ウィンドウ右上の [ディスカバリ設定（Discovery Settings）]をクリックします（[ディスカバ
リ設定（Discovery Settings）]リンクが表示されない場合は、[クイックディスカバリ（Quick Discovery）]
リンクの隣の矢印アイコンをクリックします）。

ステップ 2 [ディスカバリ設定（Discovery Settings）]ポップアップで、[新規（New）]をクリックします。

ステップ 3 [ディスカバリ設定（DiscoverySettings）]ウィンドウに設定を入力します。設定情報を確認するには、設定
の隣にある [?]をクリックします。たとえば、[SNMPv2クレデンシャル（SNMPv2 Credentials）]の隣の [?]
をクリックすると、ヘルプのポップアップにプロトコルおよび必須の属性がすべて表示されます。

ステップ 4 [今すぐ実行（RunNow）]をクリックしてジョブをすぐに実行するか、[保存（Save）]をクリックして設定
を保存し、後で実行するようにディスカバリをスケジュールします。
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pingスイープのサンプルの IPv4 IPアドレス

次の表に、pingスイープ結果の例を記載します。

終了 IPアドレ
ス

開始 IPアドレ
ス

サンプルの

シード IPアド
レス

IPアドレスの
数

ビット数サブネット範

囲

205.169.63.254205.169.48.1205.169.62.11409420255.255.240.0

205.169.63.254205.169.56.1205.169.62.11204621255.255.248.0

205.169.63.254205.169.60.1205.169.62.11102222255.255.252.0

205.169.63.254205.169.62.1205.169.62.1151023255.255.254.0

205.169.63.254205.169.62.1205.169.62.1125424255.255.255.0

205.169.63.127205.169.62.1205.169.62.1112625255.255.255.128

205.169.63.62205.169.62.1205.169.62.116226255.255.255.192

205.169.63.30205.169.62.1205.169.62.113027255.255.255.224

205.169.63.14205.169.62.1205.169.62.111836255.255.255.240

205.169.63.14205.169.62.9205.169.62.11[6]29255.255.255.248

205.169.63.10205.169.62.9205.169.62.11230255.255.255.252

205.169.62.11[0]31255.255.255.254

205.169.62.11205.169.62.11205.169.62.11132255.255.255.255

検出の確認

検出が完了したら、プロセスが正常に完了したかどうかを確認できます。

ディスカバリの成功を確認するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）] > [デバイス管理（Device Management）] > [検出（Discovery）]を選択しま
す。

ステップ 2 詳細を表示するディスカバリジョブを選択します。

ステップ 3 左側のナビゲーションペインから [ユーザジョブ（User Jobs）] > [検出（Discovery）]を選択し、特定の
ジョブを選択します。

ステップ 4 [ジョブインスタンスのディスカバリ（Discovery Job Instances）]の下で、矢印を展開して、検出されたデバ
イスの詳細を表示します。

デバイスが見つからない場合は、次を行います。

•ディスカバリ設定を変えてから、ディスカバリを再実行します。
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•デバイスを手動で追加します。詳細については、手動によるデバイスの追加（新規デバイスタイプま
たはデバイスシリーズ）（9ページ）を参照してください。

他のソースからのデバイスのインポート
デバイスのインポート元となる管理システムが他にある場合、またはすべてのデバイスとその

属性がリストされたスプレッドシートをインポートする場合は、一括デバイスファイルをイン

ポートすることで、デバイス情報を Prime Infrastructureに追加できます。デバイスのインポー
ト CSVファイルの作成（7ページ）で説明するように、インポートする CSVファイルが完
全で、正しくフォーマットされていることを確認する必要があります。

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）]> [デバイス管理（DeviceManagement）]> [ネットワークデバイス（Network
Devices）] [インベントリ（Inventory）] > [デバイス管理（DeviceManagement）] >を選択し、[一括インポー
ト（Bulk Import）]をクリックします。

ステップ 2 [操作（Operation）]ドロップダウンリストから、[デバイス（Device）]を選択します。

ステップ 3 [CSVファイルの選択（Select CSV File）]の横にある [参照（Browse）]をクリックし、インポートするデ
バイスが含まれている CSVファイルまで移動して選択します。

ステップ 4 [インポート（Import）]をクリックします。
ステップ 5 [管理（Administration）]> [ダッシュボード（Dashboards）]> [ジョブダッシュボード（JobDashboard）]>

[ユーザジョブ（UserJobs）] > [インポート（Import）]を選択して、インポートのステータスを確認しま
す。

ステップ 6 矢印をクリックして、ジョブの詳細を展開し、インポートジョブの詳細と履歴を表示します。

デバイスのインポート CSVファイルの作成
CSVファイルを使用してデバイスを別のソースから Prime Infrastructureにインポートする場合
は、デバイステンプレートを使用して CSVファイルを準備する必要があります。このテンプ
レートは、次のように Prime Infrastructureからダウンロードできます。

1. [インベントリ（Inventory）] > [デバイス管理（Device Management）] > [ネットワークデ
バイス（Network Devices）] [インベントリ（Inventory）] > [デバイス管理（Device
Management）] >を選択します。次に、[一括インポート（Bulk Import）]をクリックしま
す。

2. [一括デバイスの追加サンプルテンプレートをダウンロードできます（Bulkdeviceaddsample
template can be downloaded）]の横にある [ここ（here）]リンクをクリックします（下の図
にハイライト表示されています）。テンプレートには、インポートする予定のCSVデバイ
スファイルに含める必要がある情報のすべてのフィールドと説明が含まれています。
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CSVファイルをインポートしてデバイスを追加する場合は、 Prime Infrastructureがこれらのデ
バイスを管理できる範囲は、CSVファイルで指定した情報によって異なることに注意してくだ
さい。たとえば、CSVファイル内のデバイスのCLIユーザ名、CLIパスワード、CLIイネーブ
ルパスワード、およびCLIタイムアウト値のフィールドに値を入力しないと、PrimeInfrastructure
は、そのデバイスの設定を変更したり、デバイスのソフトウェアイメージを更新したり、その

他の便利な機能を実行したりできません。

これは、完全なデバイスインベントリの収集にも影響します。 Prime Infrastructureで部分的な
インベントリ収集を行うには、CSVファイルの少なくとも次のフィールドの値を指定する必要
があります。

•デバイスの IPアドレス

• SNMPバージョン（SNMP version）

• SNMP読み取り専用コミュニティストリング（SNMP read-only community strings）

• SNMP書き込みコミュニティストリング（SNMP write community strings）

• SNMP再試行値（SNMP retry value）

• SNMPタイムアウト値（SNMP timeout value）

Prime Infrastructureで完全なインベントリ収集を行うには、[プロトコル（Protocol）]フィール
ドの値と、指定したプロトコルに対応するフィールドの値も指定する必要があります。たとえ

ば、[プロトコル（Protocol）]フィールドに値 SNMPv3を指定する場合は、サンプル CSVファ
イルの [SNMPv3]フィールドの値（SNMPv3のユーザ名と認証パスワードなど）も指定する必
要があります。

CSVファイルでクレデンシャルプロファイルを指定し、クレデンシャルをデバイスのセット
に適用できます。クレデンシャルプロファイルを指定し、CSVファイルに手動で値を入力す
ると、手動で入力されたクレデンシャルとクレデンシャルプロファイルの組み合わせに基づい

てデバイスが管理され、手動で入力されたクレデンシャルの優先順位が高くなります。たとえ

ば、手動で入力した SNMPクレデンシャルに加えて SNMPおよび Telnetのクレデンシャルを
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含むクレデンシャルプロファイルが CSVファイルに含まれている場合、デバイスは手動で入
力された SNMPクレデンシャルとクレデンシャルプロファイル内の Telnetクレデンシャルに
基づいて管理されます。

インポートする CSVファイルにユーザ定義フィールド（UDF）パラメータが含まれている場
合は、CSVファイルをインポートする前にこれらの UDFパラメータを必ず追加する必要があ
ります。これを行うには、[管理（Administration）]> [設定（Settings）]> [システム設定（System
Settings）] > [インベントリ（Inventory）] > [ユーザ定義フィールド（User Defined Fields）]を
選択し、各UDFパラメータを追加します。CSVファイルの [UDF]列は、CSVテンプレートに
示されているように、UDF:で始まる必要があります。UDFフィールドパラメータには、特殊
文字 : ;および #を使用しないでください。

手動によるデバイスの追加（新規デバイスタイプまたは

デバイスシリーズ）
新しいデバイスタイプを追加して、それらの設定をデバイスのグループに適用する前にテスト

するには、次の手順に従います。

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）] > [デバイス管理（Device Management）] > [ネットワークデバイス（Network
Devices）]の順に選択します。

ステップ 2 [ネットワークデバイス（Network Devices）]テーブルの上にある アイコンをクリックし、[デバイスの
追加（Add Device）]を選択します。

ステップ 3 [デバイスの追加（Add Device）]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。フィールド
の横にある [?]をクリックすると、そのフィールドの説明が表示されます。

コンプライアンスポリシーを使用するデバイスには、Telnet/SSH情報が必須です。Telnet/SSH（60
秒）とSNMP（10秒）のデフォルトタイムアウトがネットワーク遅延に基づいてデバイスにより
異なる場合でも、デバイスを構成できます。パラメータを選択します。次の図に構成する IPSec
パラメータを示します。

[管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）] > [インベントリ
（Inventory）] > [インベントリ（Inventory）]ページで [SSHの厳格なホストチェックキー（Strict
host check key for SSH）]チェックボックスを選択して、追加したデバイスの SSHキーの検証を強
制することができます。これにより、Telnet/SSHのパラメータの下でアルゴリズムおよび SSH
キーを指定することができます。

デバイスを追加するときにアルゴリズムと SSHキーを手動で指定しない場合は、[管理
（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）] > [インベントリ
（Inventory）] > [インベントリ（Inventory）]ページで [最初の使用で SSHキーを信頼する（Trust
SSH key on first use）]チェックボックスを選択します。その最初の通信中にデバイスから送信さ
れたSSHキーは、信頼されデバイスのクレデンシャルに追加されます。この保存されたキーは、
その後デバイスが追加されたときに自動入力され、検証に使用されます。

（注）
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ステップ 4 （任意）デバイスを追加する前にクレデンシャルを確認するには、[クレデンシャルの確認（Verify
Credentials）]をクリックします。

Prime Infrastructureは、NAMデバイスに対してのみ、HTTPクレデンシャルの検証をサポートしています。

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックして、指定した設定でデバイスを追加します。

ユーザ定義フィールド（UDF）パラメータが新しいデバイスに使用可能になるのは、最初に [管理
（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）] > [インベントリ
（Inventory）] > [ユーザ定義フィールド（User Defined Fields）]を選択してUDFパラメータを追
加した場合のみです。UDFフィールドパラメータには、特殊文字 : ;および #を使用しないでく
ださい。

（注）

NCS 2000デバイスでは、TL1ユーザにスーパーユーザプロファイルを提供します。そうでなけ
ればデバイスが収集の部分的失敗になり、[シャーシビュー（Chassis View）]で [構成
（Configuration）] > [セキュリティ（Security）]タブを利用できなくなります。

（注）

仮想デバイスコンテキストの追加

Prime Infrastructureでは、Cisco NX-OSソフトウェアが仮想デバイスコンテキスト（VDC）を
サポートします。これにより、単一のデバイスを複数の論理デバイスにパーティション分割し

て、障害の分離、管理の分離、アドレス割り当ての分離、サービス差別化ドメイン、および適

応型リソース管理を実現します。VDCでは、デバイスレベルでスイッチを仮想化できます。
VDCは、実行中の独自のソフトウェアプロセスを保持する個別の論理エンティティとして実
行し、独自の設定を持ち、管理者によって管理されます。VDC1は、特別なロールを持ってい
るデフォルト（管理）VDCです。子 VDCを設定して、リソースを割り当てることができま
す。

Prime Infrastructureは、Cisco NX-OSソフトウェアリリース 6.2(12)以降を実行するデバイスで
Cisco Nexusのすべてのスイッチ機能を管理します。

デフォルト VDCを備えたデバイスを追加するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）]> [デバイス管理（DeviceManagement）]> [ネットワークデバイス（Network
Devices）]の順に選択します。

ステップ 2 [デバイスの追加（AddDevice）]ドロップダウンリストから、[デバイスの追加（AddDevice）]を選択しま
す。

ステップ 3 さまざまなタブで必要な設定を指定します。

特定のパラメータの説明を表示するには、[?]アイコン上にカーソルを置きます。

ステップ 4 （任意）デバイスを追加する前に、[クレデンシャルの確認（Verify Credentials）]をクリックして、入力し
たクレデンシャルが有効であることを確認します。

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックして、指定した設定でデバイスを追加します。

デバイスの追加と整理

10

デバイスの追加と整理

仮想デバイスコンテキストの追加



インベントリ収集が正常に実行された後に、デフォルトの VDCを備えたデバイスが追加されます。その
後、子 VDCが自動的に追加され、その設定が Prime Infrastructureデータベースに保存されます。

ワイヤレスコントローラを追加するための前提条件
Prime Infrastructureにワイヤレスデバイスを追加する場合は、次の情報に注意してください。

• Prime Infrastructureからワイヤレスコントローラを取り外すと、そのコントローラに関連
付けられたアクセスポイントも削除する必要があるかどうかを確認する警告メッセージが

表示されます。

• IPSecを使用する GREリンク、または複数のフラグメントを含むより下位のMTUリンク
を使用してコントローラを追加する場合は、[Get PDUあたりの最大VarBind（Maximum
VarBinds per Get PDU）]と [Set PDUあたりの最大VarBind（MaximumVarBinds per Set PDU）]
の値を調整する必要があります。これらの値が高すぎると、コントローラが Prime
Infrastructureに追加されないことがあります。

[Get PDUあたりの最大VarBind（Maximum VarBinds per Get PDU）]または [Set PDUあたり
の最大VarBind（MaximumVarBinds per Set PDU）]の値を調整するには、Prime Infrastructure
サーバを停止し、[管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [ネットワークとデバイ
ス（Network andDevice）]> [SNMP]を選択し、[Get PDUあたりの最大VarBind（Maximum
VarBinds per Get PDU）]と [Set PDUあたりの最大VarBind（MaximumVarBinds per Set PDU）]
の値を 50以下に編集します。

•ワイヤレスコントローラを追加していて、「スパーステーブルがサポートされていません
（Sparse table not supported）」というエラーメッセージが表示された場合は、再試行する
前に、Prime InfrastructureとWLCの両方の互換バージョンを実行していることを確認して
ください。2つの製品の互換バージョンの詳細については、Cisco.comでPrime Infrastructure
の『CiscoWireless Solutions SoftwareCompatibilityMatrix』のエントリを参照してください。

• Prime Infrastructureは、追加するコントローラのトラップ受信機として機能します。コン
トローラ上では、802.11Disassociation、802.11Deauthentication、および 802.11Authenticated
というトラップが有効になっています。

•新しいコントローラを追加すると、Prime Infrastructureが新しいコントローラとの通信を
試行しているときに、コントローラの到達可能性が「不明（Unknown）」としてリストさ
れます。コントローラとの通信が成功すると、コントローラの到達可能性が「到達可能

（Reachable）」または「ping到達可能（Ping Reachable）」に変わります。

•コンプライアンスを有効にすると、WLCは次の理由により、部分的なインベントリ収集
状態に移行します。

• CLIクレデンシャルに読み取り/書き込み権限がない。

•同期時にWLCが接続を閉じる。

• WLCが設定したタイムアウト時間内に応答しない。
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•複数のコントローラのクレデンシャルをまとめて更新するには、[インベントリ
（Inventory）] > [ネットワークデバイス（Network Devices）] > [ワイヤレスコントローラ
（Wireless Controllers）]を選択します。次に、更新する必要があるコントローラを選択
し、[編集（Edit）]アイコンをクリックします。最後に、クレデンシャルプロファイルを
選択し、[更新（Update）]または [更新と同期（Update & Sync）]をクリックします。

•また、更新するコントローラのリストを含むCSVファイルを作成して、複数のコントロー
ラのクレデンシャルを一括して更新することもできます。1行に 1つのコントローラが存
在することを確認します。各行には、更新するコントローラ属性のカンマ区切りリストが

表示されます。

• [インベントリ（Inventory）]> [ネットワークデバイス（NetworkDevices）]> [ワイヤ
レスコントローラ（Wireless Controllers）]を選択します。

•更新するコントローラを選択します。

•テーブルの上の アイコンをクリックします。

• [一括インポート（Bulk Import）]を選択し、CSVファイルを参照します。

追加されたデバイスの検証と問題のトラブルシューティ

ング
ディスカバリプロセスをモニタするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 ディスカバリプロセスを確認するには、[インベントリ（Inventory）] > [デバイス管理（Device
Management）] > [ディスカバリ（Discovery）]を選択します。

ステップ 2 ジョブインスタンスを展開して詳細を表示し、次の各タブをクリックして、そのデバイスのディスカバリ
に関する詳細を表示します。

• [到達可能（Reachable）]：ICMPを使用して到達したデバイス。デバイスは到達可能ですが、モデル化
されていない可能性があります。これは、ディスカバリを使用したデバイスの追加（3ページ）で
示されているように、さまざまな理由で発生する可能性があります。このタブの情報から問題がない

か確認してください。

• [フィルタ済み（Filtered）]：カスタマイズされたディスカバリ設定に従ってフィルタ処理されたデバ
イス。

• [pingで到達可能（PingReachable）]：ICMPpingで到達可能だったものの、SNMPを使用して通信でき
なかったデバイス。これには、複数の理由（無効な SNMPクレデンシャル、SNMPがデバイスで有効
になっていない、ネットワークで SNMPパケットが廃棄されたなど）が原因が考えられます。

• [到達不能（Unreachable）]：障害により ICMP pingに応答しなかったデバイス。

• [不明（Unknown）]：Prime Infrastructureは、ICMPまたはSNMPによってデバイスに接続できません。
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TL1プロトコルを使用するデバイスの場合は、ノード名にスペースが含まれないようにしてくだ
さい。そうでない場合、接続障害が発生します。

（注）

ステップ 3 デバイスが正常に Prime Infrastructureに追加されたことを確認するには、[インベントリ（Inventory）] >
[デバイス管理（DeviceManagement）]> [ネットワークデバイス（NetworkDevices）]の順に選択します。
実行するアクション

•追加したデバイスがリストに表示されていることを確認します。Prime Infrastructureがデバイスから収
集したデバイス設定とソフトウェアイメージを表示するには、デバイス名をクリックします。

• [インベントリ収集ステータス（Inventory Collection Status）]フィールドの上にマウスカーソルを合わ
せ、表示されるアイコンをクリックすると、デバイスから収集された情報の詳細が表示されます。

• [デバイスの到達可能性ステータス（Device Reachability Status）]および [管理者ステータス（Admin
Status）]列にマークを付けます。デバイスの到達可能性状態と管理状態（13ページ）を参照してく
ださい。

Prime Infrastructureがデバイスをサポートしていることを確認するには、『CiscoPrime Infrastructure Supported
Devices』を参照してください。

デバイスの到達可能性の状態および管理ステータスの確認

次の手順を実行して、Prime Infrastructureがデバイスと通信できるか（到達可能性の状態）や、
そのホストを管理しているか（管理ステータス）を判断します。また、管理ステータスでは、

デバイスが Prime Infrastructureによって正常に管理されているかどうかの情報も提供されま
す。

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）]> [デバイス管理（DeviceManagement）]> [ネットワークデバイス（Network
Devices）]の順に選択します。

ステップ 2 [ネットワークデバイス（Network Devices）]テーブルでデバイスを確認します。

a) [表示（Show）]ドロップダウンリスト（テーブルの右上）から [クイックフィルタ（Quick Filter）]を
選択します。

b) [デバイス名（DeviceName）]列の下にあるテキストボックスにデバイスの名前（またはその一部）を
入力します。

ステップ 3 [到達可能性（Reachability）]列と [管理ステータス（AdminStatus）]列の情報を確認します。これらの状態
の説明については、デバイスの到達可能性状態と管理状態（13ページ）を参照してください。

デバイスの到達可能性状態と管理状態

デバイスの到達可能性状態： Prime Infrastructureが設定されたすべてのプロトコルを使用して
デバイスと通信できるかどうかを表します。

デバイスの追加と整理

13

デバイスの追加と整理

デバイスの到達可能性の状態および管理ステータスの確認



表 2 :デバイスの到達可能性状態

トラブルシューティング説明デバイスの

到達可能性

状態

アイコ

ン

—Prime Infrastructure
は、SNMPを使用し
てデバイスに、また

は ICMPを使用して
NCS2Kデバイスにア
クセスすることがで

きます。

到達可能

ICMP pingは成功しますが、SNMP通信が失敗
する原因すべてをチェックします。デバイス

SNMPクレデンシャルがデバイスと Prime
Infrastructureの両方で同じであること、SNMP
がデバイス上で有効になっているかどうか、ま

たはトランスポートネットワークが設定ミスな

どの理由で SNMPパケットをドロップしていな
いかどうかをチェックします。

Prime Infrastructure
は、pingを使用して
デバイスに到達でき

ますが、SNMP経由
では到達できませ

ん。

ping到達可
能

物理デバイスが動作中でネットワークに接続さ

れていることを確認します。

Prime Infrastructure
は、pingを使用して
デバイスに到達でき

ません。

到達不要

デバイスをチェックします。Prime Infrastructure
は、デバイスに接続

できません。

不明

デバイスの管理状態：デバイスの設定状態を表します（たとえば、デバイスが pingによって
到達できないためにダウンしている場合や、管理者が手動でデバイスをシャットダウンした場

合などです）。

表 3 :デバイスの管理状態

トラブルシューティング説明デバイスの

管理状態

アイコ

ン

該当なし。Prime Infrastructure
は、デバイスを積極

的にモニタしていま

す。

管理対象

（Managed）
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デバイスを管理対象状態に移行するには、デバ

イスのメンテナンス状態の切り替え（15ペー
ジ）を参照してください。

Prime Infrastructure
は、デバイスの到達

可能性をチェックし

ていますが、トラッ

プ、syslog、または
TL1メッセージを処
理していません。

メンテナン

ス

[ネットワークデバイス（NetworkDevices）]テー
ブルで、デバイスを特定し、[最新のインベント
リ収集ステータス（Last Inventory Collection
Status）]列でデータの横にある [i]アイコンをク
リックします。ポップアップウィンドウに、詳

細とトラブルシューティングのヒントが表示さ

れます。収集問題の一般的な原因は次のとおり

です。

•デバイス SNMPクレデンシャルが間違って
いる。

• Prime Infrastructure展開がライセンスで許可
されているデバイスの数を上回っている。

•デバイスがスイッチパストレース専用に
なっている。

デバイスタイプがサポートされていない場合は、

その [デバイスタイプ（Device Type）]が [不明
（Unknown）]になります。そのデバイスタイプ
のサポートが Cisco.comで提供されているかを
チェックするには、[管理（Administration）] >
[ライセンスおよびソフトウェアアップデート
（Licenses and SoftwareUpdates）]> [ソフトウェ
アアップデート（SoftwareUpdate）]を選択して
から、[更新の確認（Check for Updates）]をク
リックします。

Prime Infrastructure
は、デバイスをモニ

タしていません。

管理対象外

デバイスをチェックします。Prime Infrastructure
は、デバイスに接続

できません。

不明

デバイスのメンテナンス状態の切り替え

デバイスの管理ステータスが [メンテナンス（Maintenance）]に変更されると、PrimeInfrastructure
はデバイスに対してインベントリ変更についてポーリングすることも、デバイスで生成された

トラップや Syslogを処理することもしなくなります。ただし、 Prime Infrastructureは引き続き
既存のリンクを維持し、デバイスの到達可能性をチェックします。
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すべての管理状態おび対応するアイコンのリストについては、デバイスの到達可能性状態と管

理状態（13ページ）を参照してください。

ステップ 1 [ネットワークデバイス（Network Devices）]テーブルで、[管理状態（Admin State）] > [メンテナンスス
テートに設定（Set to Maintenance State）]の順に選択します。

ステップ 2 デバイスを完全な管理状態に戻すには、[管理状態（AdminState）]> [管理対象状態に設定（Set toManaged
State）]の順に選択します。

[メンテナンス状態をスケジュール（Schedule Maintenance State）]および [管理状態をスケジュー
ル（ScheduleManagedState）]オプションを使用して、特定の日時にメンテナンスを行い、特定の
日時に管理状態に戻すようにデバイスをスケジュールすることもできます。

（注）

デバイスパラメータの編集

[インベントリ（Inventory）] > [デバイス管理（DeviceManagement）] > [ネットワークデバイス
（Network Devices）]の順に選択して、単一のデバイスまたは複数のデバイスのデバイスパラ
メータを編集できます。

デバイスパラメータを編集するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）]> [デバイス管理（DeviceManagement）]> [ネットワークデバイス（Network
Devices）]の順に選択します。

ステップ 2 単一のデバイスまたは複数のデバイスを選択し、[編集（Edit）]アイコンをクリックします。

ステップ 3 必須パラメータを更新します。

ステップ 4 選択したすべてのデバイスのパラメータを更新する場合は [更新（Update）]をクリックし、更新されたパ
ラメータでデバイスを更新して同期する場合は [更新&同期（Update & Sync）]をクリックします。

デバイスの同期化

Prime Infrastructureデータベースをデバイスで実行中の設定と同期するために、インベントリ
収集を実行できます。

デバイスを同期するには、次の手順に従います。

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）]> [デバイス管理（DeviceManagement）]> [ネットワークデバイス（Network
Devices）]の順に選択します。

ステップ 2 Prime Infrastructureデータベースに保存されている設定と同期する設定を持つデバイスを選択します。

ステップ 3 [同期（Sync）]をクリックします。

デバイスの追加と整理
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同期されたデバイスがデフォルト/管理VDCの場合は、すべての子VDCのすべての設定が自動的
に同期され、その設定が Prime Infrastructureデータベースで更新されます。管理 VDCの同期によ
り、ハードウェアで新しく追加された VDCもユーザインターフェイスに追加されます。また、
ハードウェアで削除された VDCはユーザインターフェイスから削除されます。

（注）

スマートインベントリ

スマートインベントリでは、デバイスの commitIDが変更されない限り、限られた情報のみが
収集されるようにすることができます。変更があった場合は、全情報の収集が行われます。ス

マートインベントリの目的は、Prime Infrastructureとデバイスの間で転送されるデータの量を
スマートな方法で削減することです。Prime Infrastructureは主要なインベントリ収集を行い、
デバイスの設定に変更があった場合のみ、完全なコンフィギュレーションアーカイブを行いま

す。デバイスの実行コンフィギュレーションに変更がない場合は、イメージ、フラッシュ、

ファイル、インターフェイスステータスなど、物理的な情報のみがデバイスから収集されま

す。デバイスの実行コンフィギュレーションに変更がない場合は、コンフィギュレーション

アーカイブはトリガーされません。

スマートインベントリを有効にするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [システム設定（System Settings）] > [インベントリ（Inventory）] > [スマート
インベントリ（Smart Inventory）]を選択します。

ステップ 2 [スマートインベントリをグローバルで有効化（Enable Smart Inventory Globally）]チェックボックスを選択
します。サポートされているすべてのデバイスが一覧表示されます。

スマートインベントリをデバイスごとに有効化/無効化することもできます。必要なデバイスを選
択し、[有効化（Enable）]ボタンまたは [無効化（Disable）]ボタンをクリックします。

（注）

NAM HTTP/HTTPSクレデンシャルの追加
ネットワークのモニタリングにCiscoネットワーク解析モジュール（NAM）を使用している場
合は、Prime Infrastructureがそのモジュールからデータを取得できるように、HTTPSクレデン
シャルを追加する必要があります。これは、ほとんどの保証機能はNAMデータに依存して機
能するため、ライセンス済みの保証機能を持つユーザに対して特に重要です。

Prime Infrastructureは、HTTP（またはHTTPS）を介してNAMを直接ポーリングしてデータを
収集します。このタイプのポーリングでは、Prime Infrastructureが各 NAMの HTTPクレデン
シャルを保存する必要があります。SNMPコミュニティストリングおよび Telnet/SSHクレデ
ンシャルとは異なり、ディスカバリプロセス中に NAM HTTPクレデンシャルは入力できませ
ん。モジュールが検出された後またはインベントリに追加された後に実行できるのは、NAM
HTTPクレデンシャルを指定することだけです。
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単一の NAMの HTTPクレデンシャルを追加するには、次の手順を実行します。このタスク
を、Prime Infrastructureでデータを収集するすべての NAMに繰り返すことができます。

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）] > [デバイス管理（DeviceManagement）] > [ネットワークデバイス（Network
Devices）]> [デバイスタイプ（DeviceType）]> [Ciscoインターフェイスおよびモジュール（Cisco Interfaces
and Modules）] > [ネットワーク解析モジュール（Network Analysis Modules）]の順に選択します。

ステップ 2 NAMの 1つを選択して、[編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 3 [デバイスの編集（EditDevice）]ウィンドウの、[HTTPパラメータ（Http Parameters）]で以下を行います。

• [プロトコル（Protocol）]：HTTPプロトコルにHTTPまたはHTTPSを選択します。TCPポートは、選
択したプロトコルのデフォルトポートに自動的に変更されます。

• [TCPポート（TCP Port）]：デフォルトを上書きする場合は、別の TCPポートを入力します。

• [ユーザ名（Username）]：HTTPまたは HTTPS経由で NAMにアクセスできるユーザの名前を入力し
ます。

• [パスワード（Password）]：入力したユーザ名のパスワードを入力します。

• [パスワードの確認（Confirm Password）]：確認するパスワードをもう一度入力します。

ステップ 4 [更新（Update）]を選択します。

CSVファイルへのデバイス情報のエクスポート
デバイスリストをファイルにエクスポートすると、すべてのデバイス情報が CSVファイルに
エクスポートされます。次に、選択したパスワードを使用してファイルが圧縮され、暗号化さ

れます。エクスポートしたファイルには、デバイスのSNMPクレデンシャル、CLI設定、およ
び地理的座標に関する情報が含まれています。エクスポートされたファイルにはデバイスのク

レデンシャルが含まれていますが、クレデンシャルのプロファイルは含まれていません。

CSVファイルにはエクスポートしたデバイスのすべてのクレデンシャルのリストが含まれるた
め、慎重に取り扱ってください。デバイスのエクスポートは特殊な特権を持つユーザだけが実

行できるようにすることができます。

注意

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）]> [デバイス管理（DeviceManagement）]> [ネットワークデバイス（Network
Devices）]の順に選択します。

ステップ 2 エクスポートするデバイスを選択し、 をクリックして、[デバイスのエクスポート（Export Device）]を
選択します。

デバイスの追加と整理
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ステップ 3 [デバイスのエクスポート（Export Device）]ダイアログボックスで、エクスポートする CSVファイルの暗
号化に使用するパスワードを入力します。ユーザはエクスポートされたファイルを開くのにこのパスワー

ドを指定する必要があります。

ステップ 4 暗号化パスワードを確認し、[エクスポート（Export）]をクリックします。ブラウザの設定によっては、圧
縮したファイルを保存したり、開くことができます。

CSVファイルにデバイスの詳細をエクスポートするもののデバイスのクレデンシャルは含めない場合は、

設定アイコンの横にある をクリックします。この CSVファイルには、デバイスの詳細を何件でもエク
スポートできます。しかし、このCSVファイルを使用してデバイスをインポートすることはできません。

クレデンシャルプロファイルを使用したデバイスクレデ

ンシャルの一貫した適用
資格情報のプロファイルは、TL1、HTTP、Telnet/SSHSNMPデバイスの認証情報のコレクショ
ンです。デバイスを追加するときは、デバイスを使用する必要があります資格情報のプロファ

イルを指定できます。これにより、デバイス間で一貫して資格情報の設定を適用できます。

資格情報の変更、デバイスのパスワードの変更などを行う必要がある場合は、設定がプロファ

イルを使用するすべてのデバイスにわたって更新されるプロファイルを編集できます。

既存のプロファイルを表示する選択は、 [在庫（Inventory）]> [デバイス管理（Device
Management）]> [クリデンシャルプロファイル（Credential Profiles）] 。

新しいクレデンシャルプロファイルの作成

この手順を使用して、新しいクレデンシャルプロファイルを作成します。次に、そのプロファ

イルを使用し、製品全体か、または新しいデバイスの追加時に、クレデンシャルを一貫して適

用できます。

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）] > [デバイス管理（Device Management）] > [クレデンシャルプロファイル
（Credential Profiles）]を選択します。

ステップ 2 既存のクレデンシャルプロファイルに必要な設定のほとんどがある場合は、それを選択し、[コピー（Copy）]
をクリックします。それ以外の場合は、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 3 プロファイル名と説明を入力します。クレデンシャルプロファイルが多くなる場合は、名前と説明は [ク
レデンシャルプロファイル（Credential Profiles）]ページに表示されるため、可能な限り識別しやすい名前
と説明にします。

ステップ 4 プロファイルのクレデンシャルを入力します。このプロファイルを使用してデバイスを追加または更新す
ると、ここで指定した内容がそのデバイスに適用されます。

SNMP読み取りコミュニティストリングは必須です。

デバイスの追加と整理
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ステップ 5 [変更の保存（Save Changes）]をクリックします。

既存のデバイスへの新規または変更されたプロファイルの適用

次の手順を使用して、デバイスを一括編集し、そのデバイスが関連付けられているクレデン

シャルプロファイルを変更します。この操作は、デバイスとクレデンシャルプロファイル間

の既存の関連付けを上書きします。また、この操作を使用して、デバイス設定を新しい設定と

同期させることもできます。

この手順を実行し、[更新と同期（Update andSync）]を選択する前に、プロファイルのクレデ
ンシャル設定が正しいことを確認します。この操作によって、デバイスは新しいプロファイル

と同期します。

（注）

ステップ 1 次のいずれかの方法を使用して、クレデンシャルプロファイルを設定します。

•新しいクレデンシャルプロファイルを作成するには、[インベントリ（Inventory）] > [デバイス管理
（Device Management）] > [クレデンシャルプロファイル（Credential Profiles）]を選択し、[追加
（Add）]をクリックします。

•既存のプロファイルを編集するには、[インベントリ（Inventory）] > [デバイス管理（Device
Management）] > [クレデンシャルプロファイル（Credential Profiles）]を選択し、プロファイルを選
択し、[編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 2 プロファイルに納得できたら、[インベントリ（Inventory）] > [デバイス管理（Device Management）] >
[ネットワークデバイス（Network Devices）]を選択します。

ステップ 3 変更するすべてのデバイスをフィルタリングして選択します（一括編集）。

ステップ 4 [編集（Edit）]をクリックし、[クレデンシャルプロファイル（Credential Profile）]ドロップダウンリスト
から新しいクレデンシャルプロファイルを選択します。

ステップ 5 次のように変更を保存します。

• [更新（Update）]は、変更を Prime Infrastructureデータベースに保存します。

• [更新して同期（Update and Sync）]は、変更を Prime Infrastructureデータベースに保存し、デバイスの
物理および論理インベントリを収集して、インベントリのすべての変更を Prime Infrastructureデータ
ベースに保存します。

デバイスの追加と整理
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クレデンシャルプロファイルの削除

この手順で、クレデンシャルプロファイルを Prime Infrastructureから削除します。現在、プロ
ファイルがデバイスに関連付けられている場合は、デバイスの関連付けをそのプロファイルか

ら解除する必要があります。

ステップ 1 何らかのデバイスがプロファイルを使用しているかどうかを確認します。

a) [インベントリ（Inventory）] > [デバイス管理（Device Management）] > [クレデンシャルプロファイ
ル（Credential Profiles）]に移動します。

b) 削除するクレデンシャルプロファイルを選択します。
c) [編集（Edit）]をクリックし、[デバイスリスト（Device List）]ページにデバイスが一覧表示されてい
るかどうかを確認します。デバイスが一覧表示されている場合は、それらをメモします。

ステップ 2 必要に応じて、プロファイルからデバイスの関連付けを解除します。

a) [インベントリ（Inventory）] > [デバイス管理（Device Management）] > [ネットワークデバイス
（Network Devices）]に移動します。

b) 変更するすべてのデバイスをフィルタリングして選択します（一括編集）。
c) [編集（Edit）]をクリックし、[クレデンシャルプロファイル（Credential Profile）]ドロップダウンリ
ストから--選択--します。

d) 警告ダイアログボックスで [OK]をクリックし、古いプロファイルからデバイスの関連付けを解除しま
す。

ステップ 3 クレデンシャルプロファイルを削除するには、[インベントリ（Inventory）] > [デバイス管理（Device
Management）] > [クレデンシャルプロファイル（Credential Profiles）]を選択し、プロファイルを選択
し、[削除（Delete）]をクリックします。

簡単な管理と設定のためのデバイスグループの作成
•グループの仕組み（22ページ）

•ユーザ定義のデバイスグループの作成（27ページ）

•ロケーショングループの作成（29ページ）

•ポートグループの作成（31ページ）

•グループのコピーの作成（34ページ）

•メンバーがいないグループの非表示（35ページ）

•グループの削除（36ページ）

お使いのデバイスを論理的なグループに整理は、デバイスの管理、監視、および構成を簡略化

します。グループに操作を適用することができます、のでグループ化は時間を節約し、によ

り、ネットワーク全体で一貫して構成設定を適用します。すべてのデバイスを同じ設定で構成

デバイスの追加と整理
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できる小規模の構成では、ただ1つの一般的なデバイスグループを作成するだけで済みます。
グループ化メカニズムには、サブグループもサポートしています。これらのグループの多くが

表示されます、 Prime Infrastructure GUIウィンドウ。

デバイスを追加する場合 Prime Infrastructure、未割り当てという名前の場所のグループに割
り当てられます。多数のデバイスを管理する場合必ず未割り当てグループメンバーシップは大

きすぎるが、他のグループにデバイスを移動してください。

グループの仕組み

グループはアクセス制御を行いません。アクセス制御は仮想ドメインによって決まります。こ

の違いについては、グループおよび仮想ドメイン（27ページ）を参照してください。

特定のタイプのグループについては、関連項目ネットワークデバイスグループ（22ペー
ジ）、ポートグループ（24ページ）およびデータセンターグループ（25ページ）を参照
してください。

グループに要素を追加する方法については、グループに要素を追加する方法：動的、手動、お

よび混在グループ（26ページ）を参照してください。

ネットワークデバイスグループ

次の表に、サポートされているネットワークデバイスグループのタイプを示します。デバイ

スグループにはインベントリからアクセスできます。

ユーザが作成ま

たは編集できる

か

メンバーシップの条件ネットワー

クデバイ

スグルー

プの種類

デバイスの追加と整理
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なしデバイスはファミリごとにグループ化されます（たとえば、、

ルータ、スイッチおよびハブなど）。各デバイスファミリの下

で、デバイスはさらにシリーズごとにグループ化されます。新

しいデバイスは、適切なファミリおよびシリーズグループに自

動的に割り当てられます。たとえば、Cisco ASR 9006は、ルー
タ（ファミリ）およびCisco ASR 9000シリーズアグリゲーショ
ンサービスルータ（シリーズ）に属します。

次の点に注意してください。

•デバイスタイプグループを作成することはできません。こ
れらはシステム定義の動的グループです。代わりに、デバ

イス基準を使用してユーザ定義のグループを作成し、適切

なデバイス名を付けます。

•デバイスタイプグループはネットワークトポロジマップ
には表示されません。

• Cisco EPNManagerPrime Infrastructureで検出されたサポート
対象外のデバイスには [汎用シスコデバイス（Generic Cisco
Device）]デバイスタイプが自動的に割り当てられ、[デバ
イスタイプ（Device Type）] > [汎用シスコデバイスファミ
リ（Generic Cisco Device Family）]に表示されます。

デバイスタ

イプ

（Device
Type）

○ロケーショングループを使用して、ロケーションごとにデバイ

スをグループ化できます。デバイスを手動で追加するか、また

はデバイスを動的に追加して、ロケーショングループの階層

（シアター、国、地域、キャンパス、ビルディング、フロアな

ど）を作成できます。

デバイスは 1つのロケーショングループのみに表示されるはず
ですが、上位レベルの「親」グループにもそのデバイスが含ま

れています。たとえば、ビルディングのロケーショングループ

に属するデバイスは、親のキャンパスグループにも間接的に属

している場合があります。

デフォルトでは、階層の上位のロケーションが [すべてのロケー
ション（All Locations）]グループとなります。ロケーションに
割り当てられていないデバイスはすべて、[すべてのロケーショ
ン（All Locations）]の下の [未割り当て（Unassigned）]グルー
プに表示されます。

参照先
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○デバイスは、デバイスおよびロケーション条件のカスタマイズ

可能な組み合わせによってグループ化されます。グループ名を

カスタマイズして、必要なデバイスおよびロケーション基準を

使用できます。

ユーザが作成したロケーショングループは、選択したグループ

（キャンパス、建物、屋外領域、屋内区域など）に応じてワイ

ヤレスマップと同期します。したがって、ユーザが作成したロ

ケーショングループは [マップ（Maps）] > [ワイヤレスマップ
（Wireless Maps）] > [サイトマップ（Site Maps）]の下に表示
され、同様に、ユーザがマップの下に作成したサイトは [インベ
ントリ（Inventory）]> [グループ管理（GroupManagement）]>
[ネットワークデバイスグループ（Network Device Groups）]の
下に階層形式で表示されます。

ユーザ定義

ポートグループ

次の表に、サポートされているポートグループのタイプを示します。

ユーザが作成また

は編集できるか

メンバーシップの条件ポートグルー

プの種類

いいえ。代わり

に、ユーザ定義グ

ループを作成しま

す。

ポートの種類、速度、名前、または説明ごとにグループ

化されます。新しいデバイスのポートは、適切なポート

グループに自動的に割り当てられます。

ポートタイプのグループは作成できません。代わりに、

デバイス基準を使用してユーザ定義グループを作成し、

ユーザ定義グループの下にサブグループを作成します。

ポートタイプ

（Port Type）
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いいえ。代わり

に、ユーザ定義グ

ループを作成しま

す。

ポートの使用状況または状態別にグループ化されます。

新しいデバイスのポートは、適切なポートグループに自

動的に割り当てられます。

[リンクポート（Link Ports）]：別のシスコデバイスまた
は他のネットワークデバイスに接続され、「VLAN」モー
ドで動作し、VLANに割り当てられるポート。

[トランクポート（Trunk Ports）]：シスコデバイスまたは
他のネットワークデバイス（スイッチ、ルータ、ファイ

アウォール、サードパーティデバイス）に接続され、す

べてのVLANのトラフィックを伝送する「トランク」モー
ドで動作しているポート。

[アクセスポート（Access Ports）]：エンドホスト、IP
Phone、サーバ、アクセスポイント（AP）またはビデオ
エンドポイントに接続され、ある特定の VLANのみのト
ラフィックを伝送する「アクセス」モードで動作してい

るポート。[未接続ポート（Unconnected Ports）]：デバイ
スに接続されていない、管理ステータスがダウンしてい

る、または動作状態がダウンしているポート。

ポートのステータスがダウンすると、そのポートは [未接
続ポート（UnconnectedPort）]グループに自動的に追加さ
れます。このグループ内のポートを削除することはでき

ません。また、このグループを他のグループのサブグルー

プとして再作成することはできません。

ワイヤレスデバイスおよびデータセンターデバイスは、

AVC設定済みインターフェイス、UCSインターフェイ
ス、UCSアップリンクインターフェイス、WANインター
フェイスなど、その他のシステム定義のポートグループ

を使用します。

システム定義のポートグループは作成できません。代わ

りに、デバイス基準を使用してユーザ定義グループを作

成し、ユーザ定義グループの下にサブグループを作成し

ます。

システム定義

○ポート基準のカスタマイズ可能な組み合わせによってグ

ループ化され、グループに名前を付けることができます。

グループが動的でポートが条件に一致する場合は、その

グループに追加されます。

ユーザ定義

データセンターグループ

次の表に、サポートされているデータセンターグループのタイプを示します。
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表 4 :サポートされているデータセンターグループのタイプ

ユーザが作成また

は編集できるか

メンバーシップの条件データセン

ターグループ

のタイプ

いいえ。VMおよ
びホスト用のユー

ザ定義グループを

作成できます。

タイプ別にグループ化されます（データセンター、クラ

スタ、仮想マシン（VM）、ホスト）。

システム定義のデータセンターグループを作成すること

はできません。代わりに、デバイス基準を使用してユー

ザ定義のデータセンターグループを作成し、ユーザ定義

グループの下にサブグループを作成します。

システム定義

○デバイスおよびロケーション条件のカスタマイズ可能な

組み合わせによってグループ化されます。グループ名を

カスタマイズし、必要なデバイス基準を使用できます。

ユーザ定義

グループに要素を追加する方法：動的、手動、および混在グループ

グループに要素を追加する方法は、グループが動的か、手動か、混在かによって異なります。

説明デバイスの追加方法

要素がグループ基準を満たしている場合、 Prime Infrastructureはグルー
プに新しい要素を自動的に追加します。指定できるルールの数に制限は

ありませんが、ルールを追加するにしたがい更新のパフォーマンスに影

響が及ぶ場合があります。

動的

グループの作成時またはグループの編集時に、ユーザは手動で要素を追

加します。

手動（Manual）

要素は、動的ルールと手動追加の組み合わせによって追加されます。混合

デバイス名およびポート名の一致基準を指定する場合に *や ?などのワイルドカードを使用す
ると、グループ内の新しい要素を動的に追加できます。例：

• *a*：名前に文字「a」が含まれます。

• ?a*：名前の 2番目の文字に「a」が含まれます。

• ?a：名前に含まれる文字は 2つだけで、2番目の文字は「a」になります。

• *a：名前の最後の文字は「a」です。

親/子のユーザ定義グループおよびロケーショングループにおけるデバイスの継承は次のとお
りです。

•ユーザ定義グループ：子グループを作成する場合：
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•親グループと子グループの両方がダイナミックの場合、子グループは親グループ内の
デバイスにのみアクセスできます。

•親グループが静的で、子グループが動的である場合、子グループは親グループ外のデ
バイスにアクセスできます。

•親グループと子グループが動的かつ静的である場合、子グループは親のデバイスグ
ループからデバイスを「継承」します。

•ロケーショングループ：親グループは子のグループデバイスを継承します。

グループおよび仮想ドメイン

グループは要素の論理コンテナですが、要素へのアクセスは仮想ドメインによって制御されま

す。次の例は、グループと仮想ドメインの関係を示しています。

• SanJoseDevicesという名前のグループには 100台のデバイスが含まれています。

• NorthernCaliforniaという名前の仮想ドメインには 400台のデバイスが含まれています。
これらのデバイスはさまざまなグループからのもので、SanJoseDevicesグループからの20
台のデバイスが含まれています。

NorthernCalifornia仮想ドメインにアクセスできるユーザは、SanJoseDevicesグループからの
20台のデバイスにアクセスできますが、グループ内の他の 80台のデバイスにはアクセスでき
ません。詳細については、「デバイスへのユーザアクセスを制御するための仮想ドメインの作

成」を参照してください。

ユーザ定義のデバイスグループの作成

新しいデバイスタイプグループを作成するには、ユーザ定義グループのメカニズムを使用し

ます。デバイスタイプグループは Prime Infrastructure全体で使用される特殊なカテゴリであ
るため、このメカニズムを使用する必要があります。作成するグループが [ユーザ定義（User
Defined）]カテゴリに表示されます。

新しいグループを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）] > [グループ管理（Group Management）] > [ネットワークデバイスグループ
（Network Device Groups）]の順に選択します。

ステップ 2 [デバイスグループ]ペインで [+]（追加）アイコンをクリックし、[ユーザ定義グループの作成（CreateUser
Defined Group）]を選択します。

ステップ 3 グループの名前と説明を入力します。他のユーザ定義デバイスタイプグループが存在する場合、[親グルー
プ（Parent Group）]ドロップダウンリストからグループを選択することで、そのグループを親グループと
して設定できます。親グループを選択しなかった場合は、新しいグループが [ユーザ定義（User-Defined）]
フォルダに配置されます（デフォルト）。

ステップ 4 次のように、デバイスを新しいグループに追加します。
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条件を満たすデバイスを自動的に追加する場合は、[デバイスを動的に追加（AddDevicesDynamically）]領
域に条件を入力します。IPアドレスの特定の範囲内に入るデバイスをグループ化するには、角カッコ内に
その範囲を入力します。たとえば、次を指定できます。

• IPv4-10.[101-155].[1-255].[1-255]および 10.126.170.[1-180]

• IPv6-2014::5217:[0000-ffff]:fe22:[1e40-1f41]

ダイナミックグループに指定できるルールの数に制限はありませんが、ルールの数が増えるとグ

ループの更新パフォーマンスが低下する可能性があります。

（注）

デバイスを手動で追加する場合は、次の手順を実行します。

1. [デバイスを手動で追加（Add Devices Manually）]領域を展開し、[追加（Add）]をクリックします。

2. [デバイスの追加（Add Devices）]ダイアログボックスで、追加するデバイスのチェックボックスをオ
ンにして、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 5 [プレビュー（Preview）]タブをクリックしてグループのメンバーを表示します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3で選択したフォルダに新しいデバイスグループが表示されます。

デバイスが属するすべてのグループの表示

デバイスが属するデバイスグループのリストを表示するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）]> [デバイス管理（DeviceManagement）]> [ネットワークデバイス（Network
Devices）]、または [インベントリ（Inventory）] > [グループ管理（Group Management）] > [ネットワー
クデバイスグループ（Network Device Groups）]を選択します。

ステップ 2 左側の [デバイスグループ（Device Group）]ペインの [検索（Search）]フィールドに IPアドレスまたはデ
バイス名を入力すると、デバイスが属するすべてのグループのリストが表示されます。

検索フィールドにグループ名を入力してグループを検索することもできます。

デバイス IP、デバイス名またはグループ名によるデバイスグループの検索

デバイスが属するデバイスグループのリストを表示するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）] > [グループ管理（Group Management）] > [ネットワークデバイスグループ
（Network Device Groups）]の順に選択します。

ステップ 2 左側の [デバイスグループ（Device Group）]ペインの [検索（Search）]フィールドに IPアドレスまたはデ
バイス名を入力すると、デバイスが属するすべてのグループのリストが表示されます。
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検索フィールドにグループ名を入力してグループを検索することもできます。

ロケーショングループの作成

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）] > [グループ管理（Group Management）] > [ネットワークデバイスグループ
（Network Device Groups）]の順に選択します。

ステップ 2 左側の [デバイスグループ（Device Groups）]ペインで、[追加（Add）]アイコンをクリックし、[ロケー
ショングループの作成（Create Location Group）]を選択します。

ステップ 3 名前と説明を入力し、[親グループ（Parent Group）]ドロップダウンリストからグループを選択します。デ
フォルトでは、[すべてのロケーション（AllLocations）]のサブグループになります（つまり、[AllLocations
（すべてのロケーション）]フォルダに表示されます）。

ステップ 4 たとえば、特定の住所のビルディングにあるすべてのデバイスなど、地理的なロケーションに基づいてデ
バイスグループを作成する場合は、[地理的なロケーション（Geographical Location）]チェックボックスを
オンにしてグループのGPS座標を指定するか、または [マップの表示（ViewMap）]リンクをクリックし、
マップ内の必要な場所をクリックします。この場合は、GPS座標が自動的に入力されます。地理的なロケー
ションで定義されたロケーショングループは、Geoマップのグループアイコンで表されます。グループに
追加するデバイスは、そのグループのGPS座標を継承します。地理的なロケーションが一連のデバイスを
グループ化する主たる理由の場合は、グループに追加するデバイスに、そのグループとは異なる独自の

GPS座標を持たせないことを推奨します。

ステップ 5 特定の基準を満たしている場合にデバイスが自動的に追加されるようにするには、[デバイスを動的に追加
（Add Devices Dynamically）]領域に基準を入力します。それ以外の場合は、この領域を空欄のままにしま
す。

ダイナミックグループに指定できるルールの数に制限はありませんが、ルールの数が増えると、グループ

更新のパフォーマンスが低下する可能性があります。

ステップ 6 デバイスを手動で追加する場合は、次の手順を実行します。

a) [デバイスを手動で追加（Add Devices Manually）]で、[追加（Add）]をクリックします。
b) [デバイスの追加（AddDevices）]ダイアログボックスで、追加するデバイスを見つけて、[追加（Add）]
をクリックします。

ステップ 7 [プレビュー（Preview）]タブをクリックして、グループメンバーを確認します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックすると、ステップ 3で選択したフォルダ（デフォルトでは [すべてのロケーショ
ン（All Locations）]）の下に新しいロケーショングループが表示されます。

CSVファイルを使用したグループの作成

Prime Infrastructureに追加するグループのすべての属性が一覧表示されている CSVファイルを
使用してロケーショングループをインポートするには、次の手順を実行します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

[インベントリ（Inventory）] > [グループ管理
（Group Management）] > [ネットワークデバイス

ステップ 1

グループ（NetworkDeviceGroups）]を選択し、[グ
ループのインポート（ImportGroups）]をクリック
します。

テンプレート内で示されているように、CSVファイ
ル内の必須情報は必ず保持してください。

[ここ（here）]リンクをクリックし、CSVファイル
のサンプルテンプレートをダウンロードします。

ステップ 2

[グループのインポート（Import Groups）]ダイア
ログボックスで [ファイルの選択（ChooseFile）]を

ステップ 3

クリックし、インポートするグループが含まれてい

る CSVファイルを選択します。

[インポート（Import）]をクリックします。ステップ 4

[管理（Administration）] > [ダッシュボード
（Dashboards）] > [ジョブダッシュボード（Job

ステップ 5

Dashboard）]を選択し、[グループのインポート
（ImportGroups）]をクリックしてジョブのステー
タスを表示します。

CSVファイルへのグループのエクスポート

グループ情報を CSVファイルとしてエクスポートするには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

[インベントリ（Inventory）] > [グループ管理
（GroupManagement）]> [ネットワークデバイスグ

ステップ 1

ループ（Network Device Groups）]の順に選択しま
す。

[グループのエクスポート（Export Groups）]をク
リックして、すべてのロケーショングループの詳細

ステップ 2

が含まれている CSVファイルをローカルシステム
にダウンロードします。
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デバイスグループとロケーショングループへの APの追加

手順

目的コマンドまたはアクション

[インベントリ（Inventory）] > [グループ管理
（GroupManagement）]> [ネットワークデバイスグ

ステップ 1

ループ（Network Device Groups）]の順に選択しま
す。

左側の [デバイスグループ（DeviceGroups）]ペイン
で、[ユーザ定義（UserDefined）]または [ロケーショ

ステップ 2

ン（Location）]の横にある展開アイコンの上にマウ
スのカーソルを合わせ、[サブグループの追加（Add
SubGroup）]をクリックします。

名前、説明、および親グループ（該当する場合）を

入力します。

ステップ 3

次のいずれかの方法で APを追加します。ステップ 4 •手動：[デバイスを手動で追加する（AddDevices
Manually）]の下にある [追加（Add）]をクリッ
クし、グループに追加する APを選択します。

•動的：このポートグループに追加される前に
APが従う必要のあるルールを指定します。ダ
イナミックグループには APを追加しません。
Prime Infrastructureが指定されたルールに一致す
る APをダイナミックグループに追加します。

デフォルト以外のロケーショングループのタイプを

選択すると、APは動的には追加されません。

[プレビュー（Preview）]をクリックして、指定した
ルールと手動で追加した APに基づいてグループに
自動的に追加された APを確認します。

ステップ 5

グループにメンバーとして「ユニファイド AP」ま
たは「サードパーティ AP」がある場合、新しいタ

[保存（Save）]をクリックします。ステップ 6

ブがデバイスワークセンターの右側のテーブルに

追加され、APが表示されます。

ポートグループの作成

ポートグループを作成するには、次の手順を実行します。
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ステップ 1 [インベントリ（Inventory）] > [グループ管理（GroupManagement）] > [ポートグループ（Port Groups）]
を選択します。

ステップ 2 [ポートグループ（Port Groups）] > [ユーザ定義（User Defined）]から、[ユーザ定義（User Defined）]の
横にある [i]アイコンの上にマウスを合わせ、ポップアップウィンドウの [サブグループの追加（Add
SubGroup）]をクリックします。

ステップ 3 名前と説明を入力し、[親グループ（Parent Group）]ドロップダウンリストからグループを選択します。デ
フォルトでは、ポートグループは [ユーザ定義（User Defined）]フォルダに配置されます。

ステップ 4 グループに追加するためにポートが属している必要があるデバイスを選択します。[デバイスの選択（Device
Selection）]ドロップダウンリストから、次の操作を実行できます。

• [デバイス（Device）]：すべてのデバイスのフラットリストからデバイスを選択します。
• [デバイスグループ（Device Group）]：デバイスグループを選択します（[デバイスタイプ（Device
Type）]、[ロケーション（Location）]、および [ユーザ定義グループ（User Defined groups）]のリスト
が表示されます）。

ステップ 5 基準を満たしている場合にポートが自動的に追加されるようにするには、[ポートを動的に追加（Add Port
Dynamically）]領域に基準を入力します。それ以外の場合は、この領域を空欄のままにします。

ダイナミックグループに指定できるルールの数に制限はありませんが、ルールの数が増えると、グループ

更新のパフォーマンスが低下する可能性があります。

ステップ 6 デバイスを手動で追加する場合は、次の手順を実行します。

a) [ポートを手動で追加（Add Port Manually）]で、[追加（Add）]をクリックします。
b) [ポートの追加（AddDevices）]ダイアログボックスで、追加するデバイスを見つけて、[追加（Add）]
をクリックします。

ステップ 7 [プレビュー（Preview）]タブをクリックして、グループメンバーを確認します。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックすると、ステップ 3で選択したフォルダ（デフォルトでは [ユーザ定義（User
Defined）]）の下に新しいポートグループが表示されます。

ユーザ定義データセンターグループの作成

設定済みのデータセンターおよびクラスタのグループに加え、VMおよびホストにユーザ定義
グループを作成できます。ユーザ定義グループを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）] > [デバイス管理（Device Management）] > [コンピューティングデバイス
（Compute Devices）]を選択します。

ステップ 2 [コンピューティングリソース（Compute Resources）]ペインで [ユーザ定義のホストおよび VM（User
Defined Hosts and VMs）]を見つけ、[i]（情報）アイコンの上にカーソルを合わせます。

ステップ 3 [アクション（Actions）]領域から、[サブグループの追加（Add Subgroup）]をクリックします。

[デバイスサブグループの追加（Add Device Subgroup）]ページが開きます。
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ステップ 4 グループの名前と説明を入力し、グループを配置するフォルダを [親グループ（ParentGroup）]ドロップダ
ウンリストから選択します。

ステップ 5 次のように、デバイスをロケーショングループに追加します。

•条件を満たすデバイスを自動的に追加する場合は、[デバイスを動的に追加（AddDevicesDynamically）]
領域に条件を入力します。

ダイナミックグループに指定できるルールの数に制限はありませんが、ルールの数が増える

とグループの更新パフォーマンスが低下する可能性があります。

（注）

•デバイスを手動で追加する場合は、次の手順を実行します。

1. [デバイスを手動で追加（Add Devices Manually）]領域を展開し、[追加（Add）]をクリックしま
す。

2. [デバイスの追加（Add Devices）]ダイアログボックスで、追加するデバイスのチェックボックス
をオンにして、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 6 [プレビュー（Preview）]タブをクリックし、グループに所属させるデバイスを表示します。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。ステップ 4で選択したフォルダに新しいグループが表示されます。

ユーザ定義グループの編集

編集オプションを使用して、親グループの変更、デバイスの追加、およびデバイスルールの変

更を行うことができます。

手順の概要

1. [インベントリ（Inventory）] > [グループ管理（Group Management）] > [ネットワークデ
バイスグループ（Network Device Groups）]を選択します。

2. 左側の [デバイスグループ（DeviceGroups）]ペインで、編集するグループの名前をクリッ
クします。

3. [編集（Edit）]をクリックして、詳細を変更します。
4. [プレビュー（Preview）]をクリックして、更新されたデバイスの詳細を表示します。
5. [保存（Save）]をクリックして、更新されたデバイスの詳細を保存します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

[インベントリ（Inventory）] > [グループ管理
（Group Management）] > [ネットワークデバイス
グループ（NetworkDeviceGroups）]を選択します。

ステップ 1

左側の [デバイスグループ（Device Groups）]ペイ
ンで、編集するグループの名前をクリックします。

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

ロケーショングループを編集しているときに、次に

該当する場合はグループタイプをキャンパスに変更

できます。

[編集（Edit）]をクリックして、詳細を変更します。ステップ 3

•グループタイプがデフォルト。

•グループにサブグループがない。

[プレビュー（Preview）]をクリックして、更新され
たデバイスの詳細を表示します。

ステップ 4

[保存（Save）]をクリックして、更新されたデバイ
スの詳細を保存します。

ステップ 5

グループのコピーの作成

グループの複製を作成すると、 Prime Infrastructureはデフォルトでそのグループに
CopyOfgroup-nameという名前を付けます。名前は必要に応じて変更できます。

グループを複製するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）] > [グループ管理（Group Management）] > [ネットワークデバイスグループ
（Network Device Groups）]の順に選択します。

ステップ 2 左側の [デバイスグループ（Device Groups）]ペインから、グループを選択します。

ステップ 3 コピーするデバイスグループを見つけ、その横にある [i]をクリックするとポップアップウィンドウが開
きます。

ステップ 4 [グループの複製（Duplicate Group）]をクリックし（この時点では変更を加えないでください）、[保存
（Save）]をクリックします。 Prime Infrastructureは CopyOfgroup-nameという名前の新しいグループを作
成します。

ステップ 5 ユーザ定義のデバイスグループの作成（27ページ）とロケーショングループの作成（29ページ）の説
明に従ってグループを設定します。

ステップ 6 [プレビュー（Preview）]タブをクリックし、グループメンバーを調査して、グループの設定を確認しま
す。

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックして、グループを保存します。

ユーザ定義グループおよびロケーショングループのコピー

任意のユーザ定義のグループまたはロケーショングループを [グループの複製（Duplicate
Group）]オプションを使用して複製できます。複製したグループには、元のグループのすべて
の値が含まれており、これらの値は変更できます。自動入力されたグループ名には、デフォル

トで「CopyOf」のプレフィックスが追加されます。名前は必要に応じて変更できます。
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子グループを複製すると、同じ親グループに子グループのコピーが作成されます

手順の概要

1. [インベントリ（Inventory）] > [グループ管理（Group Management）] > [ネットワークデ
バイスグループ（Network Device Groups）]の順に選択します。

2. 左側の [デバイスグループ（Device Groups）]ペインで、複製するデバイスグループを見
つけます。グループの名前の横にある [i]アイコンをクリックし、ポップアップメニュー
を表示します。

3. [グループの複製（Duplicate Group）]をクリックし、グループの詳細情報を更新します。
4. [プレビュー（Preview）]をクリックし、複製グループの詳細情報を表示します。
5. [保存（Save）]をクリックし、複製グループを保存します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

[インベントリ（Inventory）] > [グループ管理
（GroupManagement）]> [ネットワークデバイスグ

ステップ 1

ループ（Network Device Groups）]の順に選択しま
す。

左側の [デバイスグループ（Device Groups）]ペイ
ンで、複製するデバイスグループを見つけます。グ

ステップ 2

ループの名前の横にある [i]アイコンをクリックし、
ポップアップメニューを表示します。

[グループの複製（DuplicateGroup）]をクリックし、
グループの詳細情報を更新します。

ステップ 3

[プレビュー（Preview）]をクリックし、複製グルー
プの詳細情報を表示します。

ステップ 4

[保存（Save）]をクリックし、複製グループを保存
します。

ステップ 5

メンバーがいないグループの非表示

デフォルトでは、グループにメンバーが存在しなくても、 Prime InfrastructureはWeb GUIにグ
ループを表示します。管理者権限を持つユーザが、この設定を変更して空のグループが非表示

になる、つまりWeb GUIに表示されないようにすることができます。（非表示グループは
Prime Infrastructureから削除されません）。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）]を選択し、[インベント
リ（Inventory）] > [グループ化（Grouping）]を選択します。

ステップ 2 [メンバーが存在しないグループの表示（Display groups with no members）]をオフにし、[保存（Save）]を
クリックします。
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グループやデバイスが多数ある場合は、[メンバーが存在しないグループの表示（Display groups with no
members）]チェックボックスをオンのままにすることをお勧めします。これをオフにすると、システムの
パフォーマンス速度が低下します。

グループの削除

削除するグループにメンバーが含まれていないことを確認します。メンバーが含まれている場

合、 Prime Infrastructureで操作を続行することはできません。

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）] > [グループ管理（Group Management）] > [ネットワークデバイスグループ
（Network Device Groups）]の順に選択します。

ステップ 2 削除するデバイスグループを左側の [デバイスグループ（Device Groups）]ペインで見つけ、その横にあ
る [i]をクリックするとポップアップウィンドウが開きます。

ステップ 3 [グループの削除（Delete Group）]をクリックし、[OK]をクリックします。

コンピューティングリソースグループの作成

データセンターやクラスタなどのコンピューティングサービスの設定済みグループの他に、

UCSサーバ、ホスト、および VMにユーザ定義グループを作成できます。

手順の概要

1. [インベントリ（Inventory）] > [コンピューティングデバイスグループ（Compute Device
Groups）]を選択します。

2. 左側の [コンピューティングリソース（ComputeResources）]で、[ユーザ定義のUCS（User
Defined UCS）]または [ユーザ定義のホストおよび VM（User Defined Hosts and VMs）]
の横にある展開アイコンの上にマウスを合わせ、[サブグループの追加（Add SubGroup）]
をクリックします。

3. グループ名と説明を入力し、必要に応じて親グループを選択します。

4. [デバイスを動的に追加（Add Devices Dynamically）]ペインで、グループ内のデバイスに
適用するルールを指定します。

5. [デバイスを手動で追加（Add Devices Manually）]ペインで、グループに割り当てるコン
ピューティングリソースを選択します。

6. [プレビュー（Preview）]をクリックして、指定したルールと手動で追加したデバイスに基
づいてグループに自動的に追加されたデバイスを確認します。

7. [保存（Save）]をクリックして、指定した設定でデバイスグループを追加します。
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

[インベントリ（Inventory）]> [コンピューティング
デバイスグループ（ComputeDeviceGroups）]を選
択します。

ステップ 1

左側の [コンピューティングリソース（Compute
Resources）]で、[ユーザ定義の UCS（User Defined

ステップ 2

UCS）]または [ユーザ定義のホストおよび VM
（User Defined Hosts and VMs）]の横にある展開ア
イコンの上にマウスを合わせ、[サブグループの追加
（Add SubGroup）]をクリックします。

グループ名と説明を入力し、必要に応じて親グルー

プを選択します。

ステップ 3

[デバイスを動的に追加（AddDevicesDynamically）]
ペインで、グループ内のデバイスに適用するルール

を指定します。

ステップ 4

[デバイスを手動で追加（AddDevicesManually）]ペ
インで、グループに割り当てるコンピューティング

リソースを選択します。

ステップ 5

[プレビュー（Preview）]をクリックして、指定した
ルールと手動で追加したデバイスに基づいてグルー

プに自動的に追加されたデバイスを確認します。

ステップ 6

[保存（Save）]をクリックして、指定した設定でデ
バイスグループを追加します。

ステップ 7
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